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【大宝館ブルーライトアップ】
ブルーライトアップはイギリスで
始まった医療従事者を応援する取
り組みです。医療従事者への応援
と感謝の気持ちを込めて、市指定
有形文化財の大宝館を７月12日〇日
まで青色の照明で照らします。
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13人の第１期生

　農業の担い手を育成するため、産学官が連携して整備
を進めてきた農業経営者育成学校「ＳＥＡＤＳ（シーズ）」
（以下ＳＥＡＤＳ）が４月10日に開校しました。
　平成31年３月に県から「旧いこいの村庄内」を取得し、
宿泊兼研修施設としてリノベーション。今年３月に完成
したばかりの真新しい校舎で、首都圏を中心に県内外か
ら集まった13人の第１期生が座学と実践による２年間
の研修をスタートさせています。「農業の人材育成・確
保に関する協定」に基づいて本市、ＪＡ鶴岡、ＪＡ庄内
たがわ、山大農学部、東北芸工大、鶴岡高専、庄内農業
高校、ヤマガタデザイン㈱の８者が連携して研修生を支
援していきます。
　今回の特集では、ＳＥＡＤＳによる農業人材育成の取
り組みや研修の様子、一般公開講座等を紹介します。
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開校式（５月12日）

〇問合せ　本所農政課☎25‐2111内線576

【　　】

実践研修（ミニトマト栽培）中の研修生
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１．農業は本市の基幹産業
農業産出額は約326億円
県内１位！　東北３位！　全国25位！
　　　　出典：農林水産省平成30年市町村別農業産出額（推計）

　山・里・海の豊かな自然環境で四季折々の食材が育まれ、年
間を通じて多様な食文化を楽しむことができる本市は、日本で
唯一ユネスコ食文化創造都市に認定されています。農業は豊か
な食文化を支える基盤であり、本市の基幹産業の１つです。
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座学研修講師
栗田 公司 さん

（ＪＡ庄内たがわ、元県園芸試験場長）
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“自分で考え実践する農業者に―”

２．担い手の不足‐離農者の増加と新規就農者の減少‐
一方で...

地元農業者への支援に加え、地域外・農業以外
から就農意欲が高い若者を呼び込み、経営感覚
が優れた農業者に育成することが重要

①農業者数（※）（平成17年～27年）

（※）基幹的農業従事者数
出典：農林水産省農林業センサス
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 平成22年以降、
年間約140人が離農

②新規就農者数（平成27年～令和元年）

出典：山形県新規就農者動向調査

15

20

25

30

35

R1H30H29H28H27

32

23

20

2428

(人）

 新規就農者はここ５年間、
年間約25人程度にとどまる ・家業を継ぐ親元就農者

・ 新たに農業経営を開始す
る新規参入者
・ 農業法人等で働く雇用就
農者　など

農業の維持・発展には…

将来を担う多様な就農者
の確保が不可欠！
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　　実践
　「百聞は一見にしかず」。基本的な農作業から機械操作、栽
培管理技術まで、実際のほ場で実践的な研修を行います。

■１年目

　ミニトマトやベビーリーフなどの施設園芸や水稲の実地研
修を行い、農作業の基礎を習得します。

■２年目

　品目を各自選択し、目指す農業に沿ったほ場で更なる技術
習得を行います。

　農業者を目指すきっかけは農業高校での
食品を栽培・加工する部活動です。大豆や
小麦を育て、みそやしょう油を作るうちに
「食」の魅力に引き込まれていきました。
その後調理専門学校に入学し、野菜などの
作物を扱う中で一次産業の重要性に気付き
ました。民間企業から採用の内定をもらっ
ていましたが、「農業がしたい！」という
思いがある中で、先生にＳＥＡＤＳを勧め
られて入校を決めました。
　研修中の一番の楽しみは実践を通して野
菜の生長過程を見られることですね。また、

食
小
「食
そ
作
ま
て
思
ら

収穫したミニトマトを研修後に持ち帰り、
料理にどうアレンジしていくのか、自分な
りに考えるのが楽しみの一つです。
　卒業後は農業者になり、生産した農産物
を使った料理を提供するオーベルジュ（宿
泊施設付レストラン）を経営することが目
標です。専門学校で培った調理技術と、Ｓ
ＥＡＤＳで学ぶ栽培技術を生かし鶴岡産農
産物を使った料理で多くの人を笑顔にした
いです。
　今後は、農業者だけでなく地域の方との
食を通した交流を増やしていきたいですね。

小野 翔太 さん （20歳）
神奈川県出身

　ＳＥＡＤＳでは有機農業を中心に、農業の基礎から経営に必要な全てを座学と実践を通じて学び
ます。１年目は「基礎を幅広く学び、自分が目指す就農方法を考える」をテーマに研修を行います。
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鶴岡産農産物を使ったフランス料理でみんなを笑顔に―

突撃インタビュー！どんな農業者になりたいですか？

　　座学
　農業の基礎知識から経営や関係法令、就農・定住についてま
で幅広く学びます。長く農業の教育現場、技術指導の第一線で
活躍し、農業の知識が豊富な講師陣等から有機・慣行農業の基
礎を、地域の先輩農業者や経営者から経営哲学などを学びます。

　　関係機関と連携した研修
　ＳＥＡＤＳを会場に県立農林大学校が主催する「働きながら学ぶ
農業入門講座」（右写真）にＳＥＡＤＳ研修生も参加しています。
県農業技術普及課主催の「農業経営実践講座」への参加も予定して
いて、今後も関係機関との積極的な連携を図っていきます。

４月10日にスタートした
研修の様子をお届けします！
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交流談話室
　研修生と来館者の交流の場と
しての活用が期待されます。

ラウンジ
　松ヶ岡開墾記念館で保管して
いた、昔の農機や暮らしの道具
を展示しています。

ライブラリー
　山大農学部の先生方からの寄
贈図書を中心に所蔵。農業に関
する書籍を閲覧できます。

大研修室
　シアター形式で約100人を
収容。研修や講座等のほか、
会合等でも利用できます。

鳥獣害対策 地域ぐるみで持続的な
鳥獣害対策を実現！ アグリラボ 経費を抑えた先進機器の製

作・保守管理技能を習得！

　農業者や鳥獣被害対策実施隊、市民が対象。
鳥獣の生態や対応策、電気柵の効果的な設置方
法等を学び、農作物の被害対策等に生かします。

入門コース個々でできる対策を学ぶ

　地域の担い手など、地域一丸での対策に意欲
がある方が対象。鳥獣害を防ぐための環境整備
や地域ぐるみの対策などを学びます。

ステップアップコース地域のリーダーを育成

　育苗ハウスの温度をスマートフォ
ンに通知するなど、農業を簡単に効
率化、自動化する力を習得します。

公開講座農業ＩＣＴの活用を体系的に学ぶ

　鶴岡高専や企業の技術者が自動化の実践を補
助。３Ｄプリンタなどの機材を利用し、農業者
が自ら農業機材等を製作します。

ラボ講座の内容を基に自動化を実践

●ホームページ
　ＳＥＡＤＳをもっと知りたい方はこちらから
　https://tsuruoka-seads.com/

※講義日程、受講者募集などの情報についてはＳＥＡＤＳホームページ（下記参照）をご覧ください。

地域の農業者の皆さんも
参加できます！

　スマート農業（※1）の基礎知識を学ぶセミナーやドローンによるセンシン
グ（※2）などの実践研修を行い、営農活動に生かせる知識と技能の習得を目
指します。
　第１回講座の演題は「ＩＣＴ農業と農業の原点」。ＳＥＡＤＳ研修生と
市内の農業者など合わせて40人が受講し、ドローンを活用した先進技術
や基本的な農業技術の重要性を学びました。
　今後は水稲生産者を対象とした、より実践的なステップアップコースを
７月から12月まで計４回実施。最終回では受講者が自らのほ場分析や来
年度に向けた意見交換を行います。
（※１）ロボット技術やＩＣＴ（情報通信技術）を活用し省力・高品質生産を実現する農業。

（※２）カメラを搭載した小型機械で作物の生育状況を計測する技術。

スマート農業 営農活動に活用可能な知識と技能を習得！

▲第１回講座の様子（５月26日）

▲ドローンによるセンシング
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施設案内

●所在地
　 市内千安京田字龍花山１番地１
　（旧いこいの村庄内）
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　感染拡大防止のため、自粛を余儀なくされていた文化芸
術・スポーツ活動の継続・再開を支援するため、施設の使
用料及び備品使用料、冷暖房料を減額します。
■ 対象事業　 ① 市民、市内の団体及び学校等が行う文化芸

術活動・スポーツ活動（発表会、競技大会等）
　　　　　　② 市民の文化芸術・スポーツ振興を図るため

の興行やプロスポーツの試合など
■ 減額割合　①… 使用者が高校生以下の場合は８割減額、

それ以外の場合は６割減額
　　　　　　②…５割減額
■対象施設　 荘銀タクト鶴岡、中央公民館、小真木原総合

体育館など30施設
■対象期間　来年３月31日○水まで
■問合せ　社会教育課（櫛引庁舎）☎57‐4867
　　　　　スポーツ課☎25‐8131

※詳しくは市HPをご覧ください。

　感染のリスクと闘いながら地域医療を支えている医療従事者を支援するとともに、新型コロナウイルス感染症
に関連する差別をなくすることを目的とする「医療従事者応援プロジェクト」の一環として、赤川花火大会実行
委員会と共同で寄附金を募集しています。2,000円以上の寄附をした方に、医療従事者への感謝を表す青色を基
調として、赤川花火大会マスコットキャラクター「はなぶう」が白衣を着たリボンマグネットステッカーを贈呈。
　お寄せいただいた寄附金は、医療従事者の防護マスクや防護服の購入などに活用します。
市民の皆さんの温かいご支援をお願いします。
☆寄附額の状況（6月14日現在）：64件、25万7,500円
　ご寄附いただきました市民・全国の皆さんに心より御礼申し上げます。

新型コロナウイルス感染症対策支援寄附金医療従事者応援

　市役所本所６階の同
課にお越しください。

　電話で本所防災安全
課にお申込みくださ
い。郵便払込取扱票を
お送りします。

※詳しくは市HPをご覧ください。

インターネット 銀行口座振込

　ふるさと納税ポータル
サイト「ふるさとチョイ
ス」、「ANAのふるさと
納税」、「三越伊勢丹ふる
さと納税」からお申込み
できます。
※ ステッカーを贈呈しま
すが、返礼品はありま
せん。

荘内銀行鶴岡市役所出張所
預金種別　普通
口座番号　1010708
口座名義　ツルオカシ
　市HP掲載の寄附申込書
を必ず振込み前にご提出
ください。
※ 振込手数料は寄附者負
担です。

現金寄附

郵便局払込

荘銀タクト鶴岡などの使用料等を減額します文化芸術・スポーツ
活動を支援

 　農林漁業者緊急対策資金利子補給事業　債務負担行為の設定（５月第2回臨時会補正予算）
農林漁業者に無利子で融資します

　収入が減少した農林漁業者に対して、経営維持安定
に必要な資金を無利子で貸し付けます。
■ 対象　 最近１か月の売上高が前年同期に比べ10％

以上減少している農林漁業者
■限度額・償還期限　500万円・５年以内（据置１年以内）

■貸付期間　来年１月31日○日まで
■申込み　 各農業協同組合、山形県漁業協同組合、山

形銀行、きらやか銀行
■問合せ　 農業…本所農政課☎内線588　林業・漁業

…本所農山漁村振興課☎内線559

　 肉用牛肥育経営緊急支援事業
予算額：160万円（５月第2回臨時会補正予算）

　市場価格の下落により経営環境が悪化している和
牛肥育農家に対し、国の肉用牛肥育経営安定交付金
で補填されない差額分を支援します。
■対象　和牛肥育農家（交付金制度未加入者含む）
■補助額　 肥育牛の標準的販売価格と標準的生産費

の差額の10％
■対象期間　 ３月～９月
■ 問合せ　本所農政課☎内線588

畜産農家の経営を支援します

　 水産業持続化緊急支援事業
予算額：1,600万円（５月第2回臨時会補正予算）
　魚価が低下していることから、漁業者の収益性を
高めるため、発泡スチロール製魚箱の購入を支援し
ます。
■ 対象　漁業者
■補助額　 発泡スチロール製魚箱購入経費の１／３
■対象期間　 ４月～９月
■申込み　山形県漁業協同組合
■ 問合せ　本所農山漁村振興課☎内線559

漁業者の出荷資材購入を支援します

■問合せ　本所防災安全課☎内線199

小・中学校、
高校が実施す
る合唱祭

興行としての
一般向けコン
サート

市内団体が主
催する公演・
演奏会

８割 ５割６割減額 減額減額

荘銀タクト鶴岡での減額例
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新型コロナウイルス感染症対策・支援情報

市役所本所電話番号☎25‐2111

特 集

　今回の特集では、新たに追加された市民生活や地域経済、文化芸術・スポーツ活動への支援策や、感染の
リスクと闘いながら地域医療を支えている医療従事者を応援する取り組みなどを紹介します。
　生活・経済支援対策については、今後、国や県の新たな制度を活用して強化・拡充するなど、実施内容を
変更する場合があります。最新の情報は市ホームページをご覧いただくか、各問合せ先にご確認ください。

事業主が対象

生活・経済支援情報

国の持続化給付金の対象外の事業者を支援します

　 経営継続支援事業
予算額：5億2,000万円（５月第2回臨時会補正予算）

　 花き・山菜次期作緊急支援事業
予算額：800万円（５月第2回臨時会補正予算）

　収入が減少した花き・山菜を生産する農家に対し、
次期作の種苗・資材等に係る経費を支援します。
■対象　 ３月～４月に出荷し、販売単価が前年同月

に比べ20％以上減少した花き・山菜を生
産する農家

■補助額　 基本額…２万円
　　　　　 面積加算額…10ａ当たり３万円（上限

６万円）
■対象品目　 アルストロメリア、ストック、フリー

ジア、バラ、アオコゴミ　等
■問合せ　本所農政課☎内線570

花き・山菜農家の次期作を支援します

　申請期限は８月15日○土です。世帯主に申請書を
送付していますので、忘れずにお手続きください。
■ 問合せ　 特別定額給付金事務室（荘銀タクト鶴岡

内）☎28‐2662

１人につき10万円「特別定額給付金」の申請はお済みですか？

市民の方が対象

タクシーが買物代行や宅配をします

 　買物代行・宅配サービス支援事業
予算額：754万円（５月第2回臨時会補正予算）

　タクシー・ハイヤー事業者が取り組む買物代行や
宅配サービスに対し、市民が１回500円を基準に利
用できるよう支援します。
■利用方法　 タクシー・ハイヤー会社に電話をして、

買物や薬の受け取りなどを依頼
■利用料　 １回500円（距離に応じて追加料金が掛

かる場合があります）、別途買物代金
■実施事業者　 庄交ハイヤー、出羽ハイヤー、湯田川

温泉自動車、湯野浜観光エアポート
タクシー、鶴岡タクシー、大和交通、
落合自動車、羽黒タクシー　

　　　　　　　※6月16日現在。
■実施期間　来年３月31日○水まで
■ 問合せ　 本所地域振興課☎内線586

低所得世帯の水道料金を減免します

 　水道基本料金の減免
収入の減額補正（５月第2回臨時会補正予算）

■対象　令和２年度住民税非課税世帯
■減免額　８月～来年１月検針分の水道基本料金
■申込み　 該当すると思われる方に申請書を送付し

ています。８月20日○木まで、次の必要
書類を添えて申請してください。

　　　　　 世帯員全員の住民税非課税通知書等、水
道メーター検針票（いずれも写し可）

■ 問合せ　上下水道部総務課☎23‐7731

　市内に住所を有する個人事業主及び市内に本社ま
たは本店を置く中小企業事業者等に対し、市が独自
の基準で支援します。
■補助額　 20万円
■主な要件　○ 昨年３月～５月の３か月の売上平均

が20万円以上である
　　　　　　○ 今年３月～５月の内、いずれかの月

の売上が前年同月と比較して20％
以上減少している

　　　　　　※ その他の要件や、申請書類等は市
HPでご確認ください。

■申込み　 ８月31日○月まで　〒997‐0015　市内
末広町３‐１マリカ東館３階庄内産業振
興センター内　鶴岡市経営継続支援金事
務室に郵送で申請

■ 問合せ　同室☎080‐2846‐8562
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

マイナンバーカードの申請・交付について

■ マイナンバーカード申請・交付の受付窓口
を平日時間延長・休日開設します

　7月から、平日の業務時間内（午前８時30分～
午後５時15分）にマイナンバーカードの申請・交
付手続きが困難な方のため、本所市民課の申請・交
付の受付時間の延長と休日窓口の開設を行います。
▷ 平日時間延長（午後７時まで）…毎週木曜日
▷ 休日開設（午前９時～午後５時）…月1回（詳し
い日程はお問い合わせください）
※ 窓口でのカードの申請は予約の方を優先します。
窓口が混み合っている場合はお待ちいただくこと
もありますので、あらかじめご了承ください。
※ 窓口でのカードの交付は完全予約制です。事前に
電話での予約をお願いします。

市
政

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会　
　
　

公
募
委
員
募
集

　

一
般
廃
棄
物
の
減
量
及
び
再
利
用
の
促
進

等
に
つ
い
て
審
議
す
る
同
審
議
会
の
公
募
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
５
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　

①
今
年
７
月
31
日
現
在
で

20
歳
以
上
で
あ
る　

②
市
内
の
事
業
所
等
に

勤
務
し
、
そ
の
事
業
所
の
代
表
と
し
て
会
議

に
出
席
で
き
る
（
事
業
主
を
含
む
）　

③
平

日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る　

■申
７

月
31
日
○金
ま
で
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８

４
８
へ
（
郵
送
は
当
日
必
着
）　

■他
市
HP

上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会

公
募
委
員
募
集

　

水
道
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、
集
落
排

水
事
業
及
び
浄
化
槽
事
業
の
運
営
等
に
つ
い

て
審
議
す
る
同
審
議
会
の
公
募
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
５
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
・
非

常
勤
の
公
務
員
を
除
く
）　

①
今
年
10
月
１

日
現
在
で
20
歳
以
上
で
あ
る　

②
市
内
・
三

川
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
、
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る　

③
平
日
に
開
催
す
る
会
議

に
出
席
で
き
る　

■申
７
月
31
日
○金
ま
で
申
込

書
を
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１

へ
（
郵
送
は
当
日
必
着
）　

■他
市
HP

■問本所市民課☎内線116

■ マイナンバーカードを郵送で受け取れるよ
うになります

　従来の、カードができた時点で市役所へ来庁し受
け取る「交付時来庁方式」に加え、申請時に市役所
に本人が来庁し手続きをすると、後日カードが本人
限定で自宅に郵送される「申請時来庁方式」を実施
します。
▷ 申請時必要書類…顔写真、通知カード、本人確認
書類、住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）
※ 代理人申請の場合は、「申請時来庁方式」での申
請はできません。
※ 15歳未満の方、成年被後見人が申請する場合は、
法定代理人の同行が必要です。また、上記のほか
に別途必要な書類があります。
※ 詳細は市HPをご覧いただくか、電話でお問い合
わせください。

（30）

　

暑
い
夏
が
近
づ
く
と
思
い
出
す
こ
と
が
あ

る
。
高
校
時
代
、
野
球
の
合
宿
で
校
舎
に
泊

ま
っ
て
い
た
。
風
呂
が
な
い
の
で
近
く
の
銭

湯
に
行
く
。
そ
の
日
は
銭
湯
代
を
節
約
す
る

た
め
だ
っ
た
の
か
、
銭
湯
が
お
休
み
だ
っ
た

の
か
、
記
憶
が
定
か
で
は
な
い
が
、
朝
日
村

出
身
の
チ
ー
ム
メ
ー
ト
と
我
が
家
の
風
呂
に

入
っ
た
。
我
が
家
は
高
校
か
ら
は
自
転
車
で

30
分
は
掛
か
る
。
風
呂
か
ら
上
が
り
、
友
人

が
来
た
か
ら
と
メ
ロ
ン
な
ど
が
出
さ
れ
、
湯

上
が
り
に
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
い
る
と
夜
の

集
合
時
間
に
遅
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
田
ん
ぼ

道
を
高
校
へ
向
か
う
ペ
ダ
ル
を
こ
ぐ
足
に
力

が
入
り
、
合
宿
に
戻
る
と
汗
を
流
す
た
め
の

風
呂
が
汗
だ
く
に
な
っ
て
い
て
笑
わ
れ
た
。

梅
雨
か
ら
暑
い
夏
に
向
か
っ
て
い
く
こ
の
時

期
、
な
ぜ
だ
か
そ
の
こ
と
が
よ
く
思
い
出
さ

れ
る
の
だ
。

　

５
月
23
日
に
発
売
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
飲

食
券
発
行
事
業
で
は
、
大
渋
滞
と
な
り
多

く
の
市
民
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

た
。
改
め
て
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。
①
プ

レ
ミ
ア
ム
率
の
高
い
飲
食
券
（
6
、
０
０
０

円
分
の
飲
食
券
を
3
、
０
０
０
円
で
販
売
）

を
、
②
１
日
1
万
枚
（
初
日
、
2
日
目
で
計

２
万
枚
）、
③
１
か
所
で
販
売
（
当
初
は
勤

労
者
会
館
〈
屋
内
〉、
そ
の
後
小
真
木
原
総

合
体
育
館
〈
屋
内
〉、
最
終
的
に
は
屋
内
の

3
密
回
避
の
観
点
か
ら
小
真
木
原
公
園
の
駐

車
場
を
活
用
し
た
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
に

変
更
）
す
る
と
い
う
計
画
の
見
通
し
に
甘
さ

が
あ
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
本
市
の

経
済
に
も
影
を
落
と
し
、
飲
食
店
で
は
、
テ
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへお
問い合わせください。

健
康
・
福
祉
・
医
療

完
全
予
約
制
で
す　
　
　
　
　
　
　

耳
や
手
足
が
不
自
由
な
方
の
た
め
の
巡
回
相
談

■日
７
月
８
日
○水
午
後
１
時
〜
３
時　

■場
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
18

歳
以
上
の
方
で
、
新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
い
方
（
聴
覚
の
み
）、
ま

た
既
に
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
程
度
変
更

し
た
い
方
、
補
装
具
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る

方
等
（
現
在
治
療
中
の
方
を
除
く
）　

■
相

談
科
目　

聴
覚
、
肢
体
（
各
８
人
）　

■持
印

鑑
、
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
交
付
済

み
の
方
）　

■申
７
月
３
日
○金
〜
７
日
○火
に
本

所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
７
、
FAX
25
‐
９
５
０

０
ヘ　令

和
２
年
度
介
護
保
険
料
決

定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

令
和
２
年
度
の
介
護
保
険
料
決
定
通
知
書

は
、
令
和
元
年
中
の
本
人
の
所
得
と
家
族
の

市
民
税
課
税
状
況
に
基
づ
い
て
計
算
し
た
介

護
保
険
料
（
年
額
）
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の

で
す
。
保
険
料
の
決
定
方
法
等
は
同
通
知
書

に
記
載
し
て
い
ま
す
。

■
発
送
日　

７
月
15
日
○水　

■対
65
歳
以
上
の

方　

■
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か

ら
の
差
引
き
）
…
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た

方
は
、
年
金
支
給
月
（
４
月
・
６
月
・
８
月

・
10
月
・
12
月
、
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら

差
し
引
き
ま
す
（
特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収

へ
の
切
替
え
は
で
き
ま
せ
ん
）　

▽
普
通
徴

収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
…
特
別
徴

収
以
外
の
方
は
、
同
通
知
書
に
同
封
の
納
付

書
、
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
。
納
期
は
年

８
回
（
７
月
〜
来
年
２
月
の
毎
月
）
で
す

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
８
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

家
族
介
護
慰
労
金
を 

支
給
し
ま
す

■対
要
介
護
認
定
３
以
上

（
相
当
と
認
め
ら
れ
る

方
を
含
む
）
で
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
１
年

間
利
用
し
て
い
な
い

（
福
祉
用
具
貸
与
、
特
定
福
祉
用
具
販
売
、

住
宅
改
修
及
び
年
間
10
日
以
内
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
を
除
く
）
寝
た
き
り
高
齢
者
等
を
、

１
年
以
上
継
続
し
て
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

方　

■
支
給
額　

10
万
円　

■持
印
鑑
、
介
護

者
名
義
の
市
内
金
融
機
関
預
金
通
帳　

■申
７

月
１
日
○水
〜
31
日
○金
に
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

介
護
保
険
負
担
割
合
証
が　

新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
介
護
保
険
負
担
割
合
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
○金
で
す
。
８
月
１
日

○土
か
ら
使
用
す
る
負
担
割
合
証
は
７
月
末
ま

で
に
お
送
り
し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
負
担

割
合
証
は
、
破
棄
す
る
か
、
本
所
長
寿
介
護

課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
８
３
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

介
護
保
険
の
軽
減
確
認
証
・
負
担

限
度
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

　

軽
減
確
認
証
、
負
担
限
度
額
認
定
証
を
お

持
ち
の
方
に
申
請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

手
続
き
が
遅
れ
る
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ま
だ
手

続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

昨
年
度
該
当
し
な
か
っ
た
方
で
も
、
今
年

の
８
月
１
日
以
降
に
対
象
要
件
を
満
た
せ
ば
、

確
認
証
、
認
定
証
の
交
付
対
象
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
新
た
に
交
付
を
受
け
る
た
め

に
は
、
窓
口
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。　

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が 

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
２
民
生
区
（
第
二
学
区
）
…
安
達
祐
美

子
（
伊
勢
原
町
）　

▽
第
６
民
生
区
（
第
六

学
区
）
…
高
橋
史
（
淀
川
町
）、
伊
藤
千
弥

子
（
道
田
町
南
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
２
７
２

基
準
収
入
額
適
用
申
請
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

70
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
及
び

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
の
自
己
負
担

割
合
は
、
毎
年
見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
前
年
の
所
得
が
一
定
以
上
あ
る
方
は
自

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

イ
ク
ア
ウ
ト
・
デ
リ
バ
リ
ー
な
ど
で
何
と
か

こ
の
場
を
乗
り
切
ろ
う
と
す
る
動
き
が
広
が

っ
て
い
た
。
今
回
の
応
援
事
業
で
は
、
市
民

の
皆
様
に
で
き
る
だ
け
早
期
に
飲
食
券
を
販

売
・
食
べ
て
応
援
し
て
も
ら
い
、
3
月
か
ら

5
月
に
落
ち
込
ん
だ
売
上
げ
の
回
復
に
つ
い

て
、
9
月
末
ま
で
の
約
4
か
月
の
短
期
間
に

集
中
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
狙
い
と
し
た
。

販
売
方
法
と
い
う
初
歩
的
な
と
こ
ろ
で
つ
ま

ず
い
て
し
ま
っ
た
が
、
タ
ク
シ
ー
や
運
転
代

行
と
の
連
携
を
含
め
て
食
文
化
創
造
都
市
の

大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
応
援
し
て
い
く
。
今

後
同
種
の
事
業
を
行
う
際
に
は
、
今
回
の
反

省
を
踏
ま
え
、
内
容
・
販
売
方
法
等
に
つ
い

て
慎
重
に
検
討
を
行
い
、
改
善
を
行
っ
て
い

く
。

　

５
月
29
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
感
染
の
不
安
と
戦
い
な
が
ら
市
民
の

命
と
健
康
を
守
る
地
域
医
療
の
従
事
者
の
皆

様
へ
エ
ー
ル
を
送
る
「
医
療
従
事
者
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。
イ
ギ
リ
ス

で
始
ま
り
世
界
各
地
に
広
が
っ
た
ブ
ル
ー
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
が
大
宝
館
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
6
月
2
日
、
赤
川
花
火
大
会
の
公
式

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
は
な
ぶ
う
」

も
医
療
従
事
者
を
応
援
す
る
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ

ー
で
あ
る
ブ
ル
ー
に
模
様
替
え
。
白
衣
を
着

て
医
療
従
事
者
を
応
援
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を

作
成
し
、
寄
附
を
募
る
取
り
組
み
を
開
始
し

た
。応
援
の
輪
を
広
げ
る
と
と
も
に
、感
染
者
、

濃
厚
接
触
者
等
へ
の
誤
解
や
偏
見
に
基
づ
く

差
別
が
な
く
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

６
月
18
日
、
山
形
県
沖
地
震
か
ら
１
年
が

た
っ
た
。
あ
の
夏
、
鶴
岡
東
高
校
野
球
部
の

躍
進
が
市
民
を
勇
気
付
け
て
く
れ
た
。
勝
ち

取
っ
た
春
、
失
っ
た
夏
、
そ
し
て
も
う
一
度

取
り
戻
し
た
夢
の
舞
台
。
決
し
て
諦
め
な
い
。

友
人
と
汗
だ
く
に
な
っ
て
自
転
車
を
こ
い
で

い
た
あ
の
頃
が
ま
た
思
い
出
さ
れ
た
。
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己
負
担
割
合
が
３
割
で
、
申
請
に
よ
っ
て
２

割
ま
た
は
１
割
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
現
在
３
割
負
担
の
方
に
基
準

収
入
額
適
用
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

同
封
の
お
知
ら
せ
に
記
載
の
基
準
額
を
下
回

る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
７
月
10
日
○金
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
市
で
確
認
で
き
る
課
税
資
料
で

明
ら
か
に
基
準
額
を
超
え
る
と
判
断
さ
れ
る

方
に
は
、
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用

認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適

用
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
○金
で
す
。

７
月
中
に
更
新
の
案
内
・
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
８
月
以
降
も
必
要
な
方
は
手
続

き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
受
付
期
間　

７
月
８
日
○水
〜
17
日
○金　

■持
申
請
書
、
対
象
者
の
保
険
証
、
印
鑑　

▽

現
在
の
負
担
区
分
が「
区
分
オ
」ま
た
は「
区

分
Ⅱ
」
の
方
で
、
長
期
入
院
（
１
年
間
で
91

日
以
上
の
入
院
）
に
該
当
す
る
方
は
、
入
院

を
証
明
す
る
書
類（
領
収
書
等
）が
必
要
で
す
。

　

認
定
証
が
な
い
場
合
で
も
医
療
機
関
等
の

窓
口
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て
支
払
っ

た
分
の
医
療
費
（
食
事
代
を
除
く
）
は
、
高

額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
者

に
は
診
療
月
か
ら
２
か
月
〜
３
か
月
後
に
は

が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
領
収
書
な
ど
必

要
な
書
類
を
お
持
ち
の
上
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
○金
で
す
。
８
月
１

日
○土
か
ら
使
用
す
る
保
険
証
は
７
月
末
ま
で

に
お
送
り
し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
保
険
証

は
、
８
月
１
日
以
降
に
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

年
金
・
税

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

の
が
難
し
い
方
は

　

失
業
や
所
得
の

減
少
な
ど
の
経
済

的
な
理
由
で
、
国

民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
本
人
の
申

請
手
続
き
に
よ
り

納
付
が
免
除
ま
た

は
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
（
学
生
は
学
生
納
付
特
例
制

度
の
対
象
）。

▼
免
除
制
度
（
全
額
・
一
部
免
除
）　

本
人
、

配
偶
者
及
び
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
全
額
、
４
分
の
３
の
額
、
半

額
ま
た
は
４
分
の
１
の
額
が
各
基
準
で
免
除

さ
れ
ま
す
。
一
部
免
除
は
免
除
額
を
除
い
た

保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い

と
な
り
ま
す
。

額
決
定
通
知
書
は
、
令
和
元
年
中
の
所
得
に

基
づ
い
て
計
算
し
た
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ

す
る
も
の
で
す
。

■
発
送
日　

７
月
15
日
○水　

■
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
引
き
）
…
一

定
の
条
件
を
満
た
し
た
方
は
、
原
則
、
年
金

支
給
月
（
４
月
・
６
月
・
８
月
・
10
月
・
12

月
・
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引
き
ま

す　

▽
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
）
…
特
別
徴
収
以
外
の
方
は
同
通
知
書
に

同
封
の
納
付
書
、
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
。

納
期
は
年
８
回（
７
月
〜
来
年
２
月
の
毎
月
）

で
す　

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
６

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
毎
年
７

月
31
日
で
す
。
８
月
以
降
も
引
き
続
き
該
当

す
る
方
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
と
一
緒
に
７
月
末
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
現
在
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る　

②
令
和
２
年
度
市
民
税
の

非
課
税
世
帯
で
あ
る　

③
同
一
世
帯
内
に
未

申
告
の
世
帯
員
が
い
な
い

　

た
だ
し
、現
在
の
負
担
区
分
が
「
区
分
Ⅱ
」　

で
長
期
入
院（
１
年
間
で
91
日
以
上
の
入
院
）

に
該
当
し
て
い
る
方
は
更
新
手
続
き
が
必
要

で
す
。
７
月
上
旬
ま
で
に
申
請
書
類
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
６
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■申
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
６
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
健
康
保
険
証
兼
高
齢
受

給
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
山
形
県
国
民
健
康
保
険
証

（
交
付
者
：
鶴
岡
市
）
の
有
効
期
限
は
７
月

31
日
○金
で
す
。
８
月
１
日
○土
か
ら
使
用
す
る

保
険
証
は
、
世
帯
主
宛
に
家
族
分
を
ま
と
め

て
７
月
末
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。
送
付
さ

れ
た
保
険
証
の
中
に
、
職
場
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
方
の
分
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
国
民

健
康
保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、
８
月
１
日

以
降
に
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
有
効
期
限
に
つ
い
て　

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
、
自
己
負
担
割
合
の
変
更
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
へ
の
移
行
に
よ

り
、
有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。
有
効
期
限

が
切
れ
る
前
に
、
再
度
保
険
証
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。
①
令
和
３
年

７
月
31
日
ま
で
に
70
歳
に
な
る
方　

②
３
年

７
月
31
日
ま
で
に
75
歳
に
な
る
方

▼
保
険
証
の
受
け
取
り
方
に
つ
い
て　

本
所

国
保
年
金
課
も
し
く
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
の
窓
口
で
の
直
接
交
付
を
希
望
す
る
場

合
や
世
帯
主
以
外
の
宛
名
で
の
送
付
を
希
望

す
る
場
合
は
、
事
前
に
届
出
が
必
要
で
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
７
８
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

令
和
２
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへお
問い合わせください。

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへお
問い合わせください。

▼
納
付
猶
予
制
度　

20
歳
以
上
50
歳
未
満
の

方
で
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

▼
退
職
・
失
業
に
よ
る
特
例　

退
職
ま
た
は

失
業
し
た
方
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
確
認
印
の

あ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
ま
た
は
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
い
ず
れ
も
コ
ピ
ー

可
）
を
添
付
し
て
申
請
す
る
と
、
本
人
の
前

年
所
得
が
審
査
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
（
配

偶
者
、
世
帯
主
も
同
様
の
申
請
で
対
象
外
）。

退
職
ま
た
は
失
業
等
の
前
月
か
ら
退
職
ま
た

は
失
業
等
が
あ
っ
た
年
の
翌
々
年
６
月
ま
で

の
期
間
に
つ
い
て
申
請
が
で
き
ま
す
。

▼
申
請
に
つ
い
て　

必
ず
前
年
所
得
の
申
告

手
続
き
を
済
ま
せ
た
上
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
（
配
偶
者
、
世
帯
主
も
同
様
）。
今
年
度

分
（
７
月
〜
来
年
６
月
の
納
付
保
険
料
が
対

象
）
は
、
７
月
１
日
○水
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

▼
免
除
・
納
付
猶
予
期
間
の
保
険
料
追
納

10
年
前
ま
で
遡
っ
て
追
納
で
き
ま
す
が
、
免

除
・
納
付
猶
予
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
、
加
算

金
が
付
き
ま
す
。

■申
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書

を
送
付
し
ま
す

　

納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
加
入
者
、

所
得
等
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
同
封
の
「
国
民
健
康
保
険
税
の
し
お

り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
発
送
日　

７
月
15
日
○水　

■対
世
帯
内
に
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
い
る
世
帯
主
の
方

■
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

差
引
き
）
…
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
方
は
、

年
金
支
給
月
（
４
月
・
６
月
・
８
月
・
10
月

・
12
月
、
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引

き
ま
す　

▽
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
）
…
同
通
知
書
に
同
封
の
納
付
書
、

ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
。
納
期
は
年
９
回

（
７
月
〜
来
年
３
月
の
毎
月
）
で
す　

■問
本

所
課
税
課
☎
内
線
２
０
５　

■他
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
主
た
る

生
計
維
持
者
の
事
業
収
入
、
不
動
産
収
入
、

山
林
収
入
及
び
給
与
収
入
に
つ
い
て
前
年
の

３
割
以
上
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
世

帯
は
、
税
の
減
免
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
１
８
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

小
・
中
学
生
の
税
に
関
す
る

標
語
と
作
文
を
募
集
し
ま
す

▼
標
語　

■対
小
学
生　

■内
税
金
全
般
、
納
税

の
大
切
さ
、
納
期
限
を
守
る
こ
と
等
（
１
人

２
点
以
内
）

▼
作
文　

■対
中
学
生　

■内
税
に
関
す
る
テ
ー

マ
で
あ
れ
ば
自
由

（
１
人
１
編
。
１
、

２
０
０
字
以
内
）

▼
共
通　

■申
８
月

27
日
○木
ま
で
本
所

納
税
課
☎
内
線
２

2
０
へ　

■他
入
賞

者
に
賞
状
と
副
賞

を
贈
呈

集
時
期
を
早
め
て
い
ま
す

■他「
若
者
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
ス
」「
ま
ち
づ

く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
コ
ー
ス
」
は
来
年
1
月
29

日
○金
ま
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

住
宅
名

階
数
・
間
取
り

戸
数

岡鶴
城
南
住
宅

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

ち
わ
ら
住
宅
３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

稲
生
住
宅

１
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

４
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

島藤
ふ
じ
な
み
住
宅
木
造
２
階
建
て
長
屋
・

３
Ｄ
Ｋ
（
家
族
向
け
）

１

黒羽
荒
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
木
造
平
屋
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

日朝
下
名
川
住
宅
木
造
平
屋
３
Ｄ
Ｋ

１

名
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
木
造
２
階
建
て
２
階
・

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

海温
柳
原
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

紅
葉
岡
住
宅
３
階
・
３
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

９
月
中
旬
以
降　

■申
７
月
１

日
○水
〜
20
日
○月
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
藤
島
・
羽
黒
・
朝
日
・
温
海
庁
舎

産
業
建
設
課
へ

生
活
・
そ
の
他

人
権
に
関
す
る
相
談
は
次
の

方
に
！

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。（
敬
称
略
）

▽
斎
藤
律
子　

▽
地
主
幸
平　

▽
庄
司
敏
明　

▽
鈴
木
元
女　

▽
今
野
和
惠　

▽
金
内
淳

▽
加
藤
勝　

▽
五
十
嵐
武　

▽
石
川
正
廣

▽
五
十
嵐
司　

▽
奥
泉
修
子　

▽
栗
本
誠

▽
叶
野
勉　

▽
成
澤
礼
子　

▽
田
村
廣
実

▽
小
南
孝
子　

▽
手
塚
柳
治　

▽
佐
々
木
は

つ
子　

▽
宅
井
洋
子　

▽
清
和
正
志　

▽
平

藤
博
巳　

▽
上
野
薫　

▽
佐
藤
靖
法　

▽
佐

藤
き
江　

▽
本
間
晴
美　

▽
齋
藤
俊
美　

▽

相
澤
康
夫　

▽
伊
藤
ゆ
み
子

■問
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐
１
０
０
３
ま
た

は
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８
へ

「
鶴
岡
ま
ち
活
」
基
本
コ
ー
ス

後
期
事
業
募
集

■対
市
内
の
団
体
が
実
施
す
る
、
鶴
岡
ら
し
さ

や
地
域
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動

■
補
助
内
容　

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２

以
内
、上
限
20
万
円
（
年
１
件
上
限
50
万
円
）　

■
募
集
期
間
・
応
募
方
法　

必
ず
事
前
に
相

談
の
上
、
8
月
6
日
○木
ま
で
補
助
金
交
付
要

望
書
を
本
所
地
域
振
興
課
☎
内
線
５
２
２
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ
。
8
月
下

旬
の
審
査
会
で
補
助
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

お
盆
の
時
期
を
避
け
る
た
め
、
例
年
よ
り
募

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　
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無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ
る 

病
害
虫
防
除
作
業
に
ご
理
解
を

　

７
月
上
旬
か
ら
８
月
下
旬
ま
で
、
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ
る
農
作
物
の
病
害
虫
防

除
作
業
を
実
施
し
ま
す
。
事
故
防
止
の
た
め
、

作
業
中
の
農
地
に
は
絶
対
に
近
寄
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
早
朝
や
夕
方
を
中
心
に

作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
作
業
音
等
へ
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

県支部支出金
40万2,346円

鶴岡市地区会計

歳 入
428万5,207円

鶴岡市地区会計

歳 出
428万5,207円

会員募集管理事務費
71万2,406円

人件費
59万3,120円

協力団体交付金等
191万443円

海浜救護所助成金
4万6,970円

県支部交付金
388万2,859円

その他
2円

日赤奉仕団等助成金
39万円

運営協議会費
13万6,962円

赤十字大会等負担金
7万2,000円

災害救護費
25万4,808円

災害資金積立金
16万8,498円

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
４
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

　

夏
の
身
近
な
風
物
詩
の

お
も
ち
ゃ
花
火
。
お
も
ち

ゃ
と
は
い
え
、
原
料
は
火

薬
で
す
。
安
全
に
楽
し
む

た
め
、
注
意
書
や
使
用
法
を
よ
く
読
み
、
次

の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
花
火
を
人
や
家
に
向
け
な
い　

▽
燃
え
や

す
い
物
の
あ
る
場
所
で
遊
ば
な
い　

▽
風
が

強
い
と
き
は
花
火
を
し
な
い　

▽
水
の
入
っ

た
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る　

▽
大
人
と
一
緒
に

遊
ぶ　

▽
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
一
度
に
た

く
さ
ん
の
花
火
に
火
を
つ
け
な
い　

▽
花
火

の
筒
先
に
顔
や
手
を
近
づ
け
な
い　

▽
服
に

火
が
つ
か
な
い
よ
う
注
意
す
る　

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

〝
明
る
い
や
ま
が
た
〞 

夏
の
安
全
県
民
運
動

　

夏
は
、
長
期
休
暇
や
レ
ジ
ャ
ー
、
暑
さ
に

よ
る
気
の
緩
み
な
ど
か
ら
、
交
通
事
故
や
青

少
年
の
非
行
等
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
事
故
等
を
防
止
す
る
た
め
、

県
民
総
ぐ
る
み
で
運
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■
実
施
期
間　

７
月
22
日
○水
〜
８
月
21
日
○金

■
重
点　

▽
青
少
年
の
健
全
育
成
と
い
じ
め

・
非
行
防
止
及
び
犯
罪
被
害
防
止　

▽
子
供

と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
・
飲
酒
運
転
の

撲
滅　

▽
海
・
山
・
川
で
の
事
故
防
止　

▽

身
近
な
犯
罪
等
の
防
止　

■問
本
所
防
災
安
全

課
☎
内
線
６
３
９

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

７
月
は
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
強

調
月
間
で
す
。
こ
の
運
動
は
、
全
て
の
国
民

が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
、
子
供
が
健
や
か
に

育
つ
地
域
社
会
の
実
現
は
全
て
の
人
の
願
い

で
す
。
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
２
７
２

日
本
赤
十
字
社
鶴
岡
市
地
区
か
ら
の
お
知
ら
せ　

７
月
は「
会
員
増
強
運
動
月
間
」で
す

　

期
間
中
、
会
員
加
入
と
会
費
の
増
収
に
向

け
て
活
動
し
ま
す
の
で
、
会
員
加
入
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
２
７
２
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

令
和
元
年
度 

日
本
赤
十
字
社

鶴
岡
市
地
区 

決
算
・
活
動
報
告

　

多
額
の
会
費
・
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
会
費
収
納
会
計　

■
会
費
合
計　

２
、
２

６
８
万
６
５
０
円　

■
会
員
数　

個
人
…
２

万
９
、
５
７
６
人　

法
人
…
５
５
３
件

▼
義
援
金
収
納
合
計　

■
義
援
金
合
計　

１

７
９
万
２
、
７
１
６
円

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
費
、
義
援
金
は
全

額
を
日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支
部
に
送
金
し

ま
し
た
。
国
内
外
で
の
災
害
対
応
、
復
興
支

援
、
防
災
活
動
な
ど
に
有
効
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

▼
災
害
等
資
金
積
立
金
会
計　

■
令
和
元
年

度
末
積
立
金
残
高　

２
４
４
万
５
、
２
５
５

円　▼
会
計
決
算

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
２
７
２

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへお
問い合わせください。

新型コロナウイルス感染症に関する
偏見や差別を防止しましょう

　新型コロナウイルス感染症に関して、感染者や濃厚接触者、職場関係者、
医療従事者、福祉施設従事者、その家族等に対し、いわれのない差別や偏見
などがあってはなりません。
　様々な場面で心ない言動があると、感染が疑われる症状が出ても、検査の
ための受診や、保健所への正確な行動歴・濃厚接触者の情報提供をためらう
など、逆に感染を拡大させてしまうことになりかねません。
　誰もが感染者になり得ることを受け止め、不確かな情報は広めないなど、
思いやりを持って冷静な行動に努めていただくようお願いします。

鶴岡市から市民の皆さんへのお願い
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藤島 長沼・八栄島地区地域公共交通に関する報告会

調査を行った大東文化大学の先生と学生
が分析結果をオンラインで報告。提案な
どについて地域住民と意見交換しました。

６.12

＜長沼地区地域活動センター＞

櫛引 櫛引花と緑の会  国道112号サルビア苗定植作業

早朝の作業に53人のボランティアが参加。
晴天の下、鮮やかなサルビアの開花を願
いながら5,000本の苗を植栽しました。

５.30

＜下山添地内＞

羽黒 出羽三山の里フォトコンテスト入選作品展

四季折々の風景や、思わず見入ってしま
うような迫力のある伝統行事の一瞬を捉
えたこん身の作品が展示されています。

５.11
 ～
７.27

＜いでは文化記念館＞

で き ご と

ま ち の

ト ピ ツ ク ス

つほ と

鶴岡 シダ植物の苔玉づくり

５.31

＜鶴岡アートフォーラム＞

ハイゴケを使ってまんまるとした形の苔
玉作りに挑戦。自宅にどのように飾ろう
かと想像しながら、創作を楽しみました。

鶴岡 都沢湿地ウォークラリー～どろっぱからの手紙！～

どろっぱが出す７つのクイズに答えなが
ら都沢湿地を散策。湿地にすむ生き物や
機能などについて楽しく学びました。

６. ６
 ～28

＜自然学習交流館ほとりあ周辺＞
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■日
７
月
15
日
○水
午
前
10
時　

■場
櫛
引
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー　

■費
５
０
０
円　

■申
７
月
10
日

○金
ま
で

▼
ロ
コ
ト
レ
・
ポ
イ
ン
ト
運
動　

■日
８
月
〜

12
月　

■内
所
定
の
ロ
コ
モ
予
防
運
動
を
自
宅

で
実
施
。
運
動
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
、
目
標
を

達
成
し
た
方
に
景
品
を
贈
呈　

■費
会
員
登
録

料
２
、
０
０
０
円
、
資
料
代
５
０
０
円　

■申

７
月
15
日
○水
ま
で　

■他
７
月
28
日
○火
午
前
10

時
に
説
明
会
を
開
催
（
■場
高
齢
者
活
動
セ
ン

タ
ー
）　

▼
共
通　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
57
‐
４
３
１
１

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」 

日
本
海
と
湯
け
む
り
の
里
を
訪
ね
て

■日
７
月
18
日
○土
午
前
９
時
（
温
海
温
泉
林
業

セ
ン
タ
ー
集
合
。
送
迎
バ
ス
は
８
時
30
分
に

市
役
所
本
所
発
〈
要
予
約
。
先
着
35
人
〉）　

■場
温
海
温
泉
林
業
セ
ン
タ
ー
↓
越
路
峠
↓
温

寿
荘
↓
湯
温
海
↓
起
点
（
９
㎞
）　

■定
50
人　

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…

５
０
０
円　

■申
７
月
６
日
○月
〜
13
日
○月
に
ス

ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１
へ　

■他
小
学
生

以
下
保
護
者
同
伴

た
か
だ
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

親
子
で
ヨ
ッ
ト
体
験
し
よ
う

■日
８
月
９
日
○日
午
後
２
時
30

分　

■場
加
茂
港　

■費
大
人
…

１
、
０
０
０
円　

小
・
中
学

生
…
５
０
０
円　

■申
7
月
29

日
○水
ま
で
同
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
荻
原
）
☎
０
９
０
‐
１
０

６
７
‐
５
２
４
１
へ

明
、
学
校
紹
介
の
掲
示
等　

■場
・
■申
同
校
☎

22
‐
１
９
１
９　

■他
教
員
へ
の
相
談
可

山
の
活
動
体
験

■日
８
月
29
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■内

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
目
立
て
・
操
作
講
習
、
林

業
現
場
を
学
ぶ
（
事
業
紹
介
・
伐
倒
体
験
）　

■費
１
、
５
０
０
円　

■場
・
■申
８
月
７
日
○金
ま

で
温
海
町
森
林
組
合
☎
43
‐
２
３
１
３
へ

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

市
民
プ
ー
ル 

夏
季
一
般
利
用

■日
７
月
４
日
○土
〜
９
月
６
日

○日
（
大
会
等
で
利
用
で
き
な

い
場
合
あ
り
。
初
日
は
無
料

開
放
）　

■時
月
曜
〜
土
曜
日

…
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時
30
分
、
６
時
〜

８
時　

日
曜
日
、
祝
日
…
午

前
10
時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
５
時　

■費
小
・

中
学
生
…
１
８
０
円　

高
校
生
等
…
３
８
０

円　

大
人
…
４
９
０
円　

■問
鶴
岡
水
泳
育
成

協
会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■他
水
泳
帽
を
着
用

（
小
学
生
は
赤
ワ
ッ
ペ
ン
を
付
け
た
も
の
）。

幼
児
は
要
付
添
い
。
午
後
６
時
以
降
、
中
学

生
以
下
保
護
者
同
伴

く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

▼
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
・
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
教
室　

２
０
０
円　

■場
・
■申
各
回
前
日
ま
で
中
央
公

民
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

湯
ノ
沢
岳
山
開
き

■日
７
月
19
日
○日
午
前
７
時
〜
午
後
４
時
（
下

本
郷
地
区
内
湯
ノ
沢
岳
登
山
口
集
合
）　

■持

昼
食
等　

■問
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐

３
４
１
１　

■他
直な

お
ら
い会
あ
り
（
５
０
０
円
）

つ
る
お
か
森
の
時
間

■日
７
月
19
日
○日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時　

■場
楯
山
荘
周
辺
（
小
国
地
内
）　

■定
先
着
10

人　

■内
森
林
浴
、
虫
取
り
等　

■費
大
人
…
１
、

０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■申

７
月
1
日
○水
〜
15
日
○水
に
本
所
環
境
課
☎
内

線
７
０
８
へ　

■他
荒
天
時
は
内
容
変
更

重
要
文
化
財
金
峯
神
社
本
殿

保
存
修
理
工
事
見
学
会

■日
７
月
19
日
○日
午
前
９
時
30
分
・
10
時
・
10

時
30
分
・
11
時
・
11
時
30
分　

■場
金
峯
神
社

本
殿　

■対
小
学
３
年
生
以
上
各
回
先
着
８
人　

■師
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
、
鶴
岡
建

設
㈱　

■費
５
０
０
円　

■申
７
月
13
日
○月
ま
で

社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６

８
へ　

■他
市
HP

荘
内
看
護
専
門
学
校 

学
校
説
明
会

■日
８
月
17
日
○月
・
18
日
○火
午
後
１
時
30
分

■対
庄
内
地
域
に
在
住
の
高
校
２
年
〜
３
年
生

各
日
20
人　

■内
学
校
概
要
・
学
校
生
活
の
説

催
し

企
画
展
「
鶴
岡
が
生
ん
だ
肖
像

写
真
家　

五
十
嵐
與
七
の
生
涯
」

■日
来
年
３
月
31
日
○水
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午

後
4
時
30
分　

■内
五
十
嵐
與
七
の
生
涯
の
紹

介
、
撮
影
し
た
著
名
人
の
写
真
の
展
示　

■場

・
■問
大
宝
館
☎
24
‐
３
２
６
６

大
人
の
た
め
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム 

「
童
謡
が
彩
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム　

夏
」

■日
７
月
15
日
○水
・
17
日
○金
午
後
２
時
・
７
時　

■定
各
回
先
着
20
人　

■内
夏
の
星
や
星
座
を
お

な
じ
み
の
童
謡
と
と
も
に
生
解
説
で
紹
介　

■費
３
歳
以
上
…
１
０
０
円　

高
校
生
以
上
…

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111 つるおか

情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。
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▼
共
通　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

子
育
て
・
子
供
向
け

子
ど
も
科
学
教
室　
　
　
　
　
　
　

夏
の
昆
虫
た
ち
と
ふ
れ
あ
お
う
！

■日
７
月
11
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
櫛
引
総

合
運
動
公
園　

■対
小
学
生
20
人　

■内
昆
虫
の

観
察
や
写
真
撮
影　

■持
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
等　

■申
学
校
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８

６
４　

■他
１
年
〜
３
年
生
は
保
護
者
同
伴

ま
ん
ま
ル
ー
ム
７
月
の
講
座

「
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

■日
７
月
15
日
○水
午
前
10
時
30
分　

■対
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
先
着
15
組　

■師
市
立
保
育
園

長　

■場
・
■申
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５

南
部
児
童
館 
み
な
っ
く
る 

み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！

■日
７
月
17
日
○金
午
前
10
時　

■対
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
先
着
10
組　

■内
手
形
ア
ー
ト　

■場

・
■問
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０

山
大
農
学
部 

「
森
の
学
校
」（
全
３
回
）

■日
７
月
18
日
○土
、
10
月
24
日
○土
、
来
年
２
月

６
日
○土
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
４
時
（
同
学

部
ま
た
は
朝
日
庁
舎
集
合
）　

■場
同
学
部
上

名
川
演
習
林　

■対
小
学
３
年
〜
６
年
生
先
着

30
人　

■費
各
回
５
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申

７
月
８
日
○水
ま
で
同
学
部
事
務
室
☎
24
‐
２

２
７
８
へ

小
型
ヨ
ッ
ト
と
大
型
ク
ル
ー
ザ
ー
に
よ
る

セ
ー
リ
ン
グ
講
習
会

■日
８
月
10
日
○月　

■場
加
茂
水
産
高
校
等　

■対

小
学
生
以
上
20
人　

■費
大
人
…
１
、
０
０
０

円　

子
供
…
５
０
０
円　

■申
８
月
３
日
○月
ま

で
同
校
内
鶴
岡
市
ヨ
ッ
ト
連
盟
事
務
局
☎
33

‐
３
１
１
６
へ　

■他
小
学
生
保
護
者
同
伴

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ　

ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

▼
フ
レ
ッ
シ
ュ
ゴ
ル
フ　

■日
毎
週
火
曜
日
午
後
3
時

■場
鶴
岡
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン

■費
６
、
０
０
０
円
（
４
回

分
）、
別
途
年
間
登
録
料

1
、
０
０
０
円　

■他
初
心
者
に
ク
ラ
ブ
貸
出

し
あ
り

▼
健
康
ス
イ
ミ
ン
グ　

■日
毎
週
水
曜
日
午
後

６
時
30
分　

■場
市
民
プ
ー
ル　

■費
２
万
円

（
月
払
い
２
、
２
０
０
円
）、
別
途
年
間
登
録

料
２
、
０
０
０
円

▼
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
小
箱
づ
く
り
（
全
３

回
）　

■日
７
月
24
日
○金
・
31
日
○金
、
８
月
７

日
○金
午
後
７
時　

■対
高
校
生
以
上
先
着
12
人　

■師
布
川
美
與
子
氏
（
遊
工
房
主
宰
）　

■費
３
、

５
０
０
円　

■申
７
月
４
日
○土
〜
19
日
○日

▼
美
術
講
座
「
e
c
o
裂
き
織
り
を
た
の
し

も
う
」（
全
３
回
）　

■日
８
月
６
日
○木
・
20

日
○木
、
９
月
３
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■対
高

校
生
以
上
先
着
12
人　

■師
佐
藤
み
き
氏
（
織

り
工
房
Ｍ
主
宰
）　

■費
２
、
0
０
０
円　

■持

使
い
古
し
の
布
、
裁
縫
道
具　

■申
７
月
４
日

○土
〜
26
日
○日

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
木
々
の
緑
の
中
を
歩
こ

う　

■日
７
月
９
日
○木
午
前

９
時（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■定
先
着
25
人　

■内
新
緑
の
羽
黒
山
旧
参
道
の

散
策　

■費
大
人
…
５
０
０
円　

中
学
生
以
下

…
無
料　

■持
昼
食
等　

■申
７
月
８
日
○水
ま
で

▼
初
夏
の
草
木
染　

■日
７
月
12
日
○日
午
前
９

時
30
分　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
15
人　

■費
大
人
…
２
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…

８
０
０
円　

■申
７
月
10
日
○金
ま
で

▼
羽
黒
山
周
辺
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
７
月
23

日
○木
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時　

■場
同
セ

ン
タ
ー
↓
羽
黒
山
開
拓
↓
月
山
安
ら
ぎ
の
森

↓
野
口
道
↓
荒
沢
寺
↓
起
点　

■定
先
着
25
人　

■費
大
人
…
５
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料　

■持
昼
食
等　

■申
７
月
20
日
○月
ま
で　

▼
夏
の
草
木
染　

■日
８
月
２
日
○日
午
前
９
時

30
分　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
15
人　

■費

食
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
自
由

研
究
応
援
講
座

■日
・
■対
７
月
25
日
○土
…
小
学
１
年
〜
３
年
生

20
人　

26
日
○日
…
小
学
４
年
〜
６
年
生
20
人　

■場
生
産
者
ほ
場
等　

■申
鶴
岡
食
文
化
創
造
都

市
推
進
協
議
会
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５
４

０　

■他
HP

教
育
委
員
会
関
係
者
が
個
別
に
相
談
を
受
け
ま
す

鶴
岡
市
就
学
相
談
会

■日
８
月
７
日
○金
午
前
９
時　

■場
教
育
相
談
セ

ン
タ
ー　

■対
来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す

る
子
供
の
保
護
者　

■内
発
達
の
様
子
や
就
学

先
等
の
相
談　

■申
７
月
27
日
○月
ま
で
学
校
教

育
課
☎
57
‐
４
８
６
４
へ

鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
公
開
工
作
教
室

夏
休
み
ア
イ
デ
ア
工
作
相
談
会

■日
８
月
9
日
○日
午
前
９
時
〜
正
午　

■場
秋
山

鉄
工
㈱
日
本
国
工
場　

■対
小
・
中
学
生　

■内

夏
休
み
の
工
作
課
題
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス　

■問
学
校
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
５

施
設
の
催
し

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
第
２
期
常
設
展
示
「
五
感
で
み
る
絵
」
〜

安
倍
栄
作
《
バ
ラ
》、
加
賀
山
鋼
太
郎
《
魚

貝
図
》
な
ど
〜　

■日
７
月
２
日
○木
〜
９
月
27

日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分　

■内
市
所

蔵
郷
土
作
家
の
作
品
展
示

▼湯野浜海水浴場
■日７月17日○金～８月16日○日　■問湯野浜
温泉観光協会☎75‐2258　

▼由良海水浴場
■日７月17日○金～８月16日○日　■問由良温
泉観光協会☎73‐2250

▼小波渡海水浴場　
■日７月23日○木～８月16日○日　■問「こばと
荘」内小波渡観光協会☎73‐2252
※加茂レインボービーチ、三瀬海水浴場、
マリンパークねずがせきは開設しません
のでご注意ください。

海開き

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへお
問い合わせください。
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後
１
時
30
分
…
座
学
「
北
前
船
寄
港
地
・
船

主
集
落
の
加
茂
」（
中
央
公
民
館
）　

10
月
４

日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
…
現
地
研
修

「
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
の
文
化
財
巡

り
」（
致
道
博
物
館
↓
善
寳
寺
↓
加
茂
港
周

辺
〈
町
歩
き
、
浄
禅
寺
、
龍
宮
寺
〉）　

■定
20

人
（
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方
優
先
）　

■師
升
川
繁
敏
氏
（
鶴
岡
市
史
編
さ
ん
委
員
）　

■費
３
、
３
０
０
円　

■申
７
月
７
日
○火
〜
８
月

６
日
○木
に
中
央
公
民
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

消
防
設
備
士
試
験 　
　
　
　

■日
９
月
５
日
○土　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
、

庄
内
Ｊ
Ａ
ビ
ル
（
酒
田
市
）　

■
受
付
期
間

電
子
申
請
…
７
月
24
日
○金
〜
８
月
３
日
○月

書
面
申
請
…
７
月
27
日
○月
〜
８
月
６
日
○木

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎

０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１　

■他
願
書
は

消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設

置

募
集
・
相
談
・
そ
の
他

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡 

貸
館
の
受
付

▼
11
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室
等
利

用　

■日
８
月
１
日
○土
か
ら　

▼
12
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室
等
利

用　

■日
９
月
１
日
○火
か
ら

▼
来
年
１
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室

等
利
用　

■日
10
月
１
日
○木
か
ら

▼
来
年
２
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
、
来
年
８

０
円

▼
海
藤
道
子
さ
ん
の
お
料
理
教
室　

■日
７
月

20
日
○月
午
前
10
時　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
米
粉
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り　

■日
７

月
27
日
○月
午
後
１
時　

■師
松
本
麻
里
氏
（
食

育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

■費
２
、
５
０
０

円　▼
共
通　

■場
・
■申
７
月
１
日
○水
か
ら
同
市
場

☎
64
‐
３
０
９
３
へ

実
践
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
活
用
の
た
め

の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
参
加
企
業
募
集

■日
７
月
31
日
○金
午
後
１
時
30
分　

■定
50
人　

■内「
選
ば
れ
る
地
域
企
業
と
実
践
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
」伊
藤
麻
衣
子
氏（w

ork 
life shift

代
表
）、「
鶴
岡
出
身
現
役
大
学

生
と
の
リ
ア
ル
ト
ー
ク
」
浅
野
え
み
氏
・
須

貝
未
菜
氏
（
㈱
キ
ャ
リ
ア
ク
リ
エ
イ
ト
）　

■申
７
月
22
日
○水
ま
で
本
所
商
工
課
☎
内
線
５

６
３
へ　

■他
７
月
30
日
○木
に
参
加
者
対
象
の

動
作
確
認
あ
り

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

■日
第
1
種
…
８
月
25
日
○火
〜
27
日
○木　

第
２

種
…
31
日
○月
〜
９
月
２
日
○水　

■場
山
形
ビ
ッ

グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形
市
）　

■申
７
月
１
日
○水

〜
22
日
○水
に
山
形
県
消
防
設
備
協
会
☎
０
２

３
‐
６
２
９
‐
８
４
７
７
へ　

■他
申
請
書
は

消
防
本
部
に
設
置
。
HP

つ
る
お
か
文
化
財
探
訪 

〜
善
寳
寺
・
加
茂
編
〜（
全
３
回
）

■日
・
■内
・
■場
８
月
28
日
○金
・
９
月
18
日
○金
午

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
〜
ど
ろ
っ
ぱ
か
ら
の
手
紙
２
〜
」　

■日
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
３

時▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
水
辺
の
い
き
も
の
を

探
し
て
み
よ
う
」　

■日
７
月
23
日
○木
・
24
日

○金
午
前
10
時
30
分
、
午
後
１
時　

■定
各
回
10

人　

■申
各
回
２
日
前
ま
で　

▼
自
然
観
察
会
（
自
由
研
究
対
応
事
業
）
夜

の
ど
き
ど
き
ハ
イ
ク　

■日
7
月
23
日
○木
午
後

7
時　

■定
20
人　

■費
３
０
０
円　

■申
7
月
21

日
○火
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
都
沢
湿
地
で
ボ
ー
ト

に
乗
ろ
う
」　

■日
８
月
１
日
○土
・
２
日
○日
午

前
10
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
２
時
30

分　

■費
１
回
５
０
０
円　

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

講
座
・
講
習
会

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や 

７
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
プ
ロ
も
習
う
花
蔵
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
教
室　

■日
７
月
５
日
○日
午
後
１
時　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
日
本
料
理
わ
た
な
べ　

美
味
し
い
日
本
料

理
教
室　

■日
７
月
11
日
○土
午
前
10
時　

■費
３
、

０
０
０
円

▼
フ
ラ
イ
パ
ン
で
簡
単
米
粉
パ
ン
作
り　

■日

７
月
18
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■費
１
、
２
０

大
人
…
２
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
８

０
０
円　

■申
７
月
25
日
○土
ま
で

▼
共
通　

■申
月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
☎
62

‐
４
３
２
１

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
編
み
物
教
室　

■日
7
月
６
日
・
27
日
、
８

月
３
日
・
24
日
の
月
曜
日
午
後
１
時
30
分

▼
編
み
物
サ
ー
ク
ル　

■日
７
月
７
日
・
17
日
・

21
日
・
28
日
、
８
月
４
日
・
７
日
・
18
日
・

21
日
・
25
日
の
火
曜
・
金
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

▼
健
康
体
操
ク
ラ
ブ　

■日
７
月
８
日
・
15
日
・

29
日
、
８
月
５
日
・
19
日
・
26
日
の
水
曜
日

午
前
９
時
10
分
・
10
時
40
分
、
７
月
９
日
・

16
日
・
30
日
、
８
月
６
日
・
20
日
・
27
日
の

木
曜
日
午
前
10
時

▼
健
康
相
談　

■日
７
月
９
日
・
16
日
・
30
日

の
木
曜
日
午
後
１
時
30
分

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６創

造
の
森
交
流
館

▼
数
独　

■日
７
月
10
日
○金
・
17
日
○金
・
31
日

○金
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▼
ヒ
ン
メ
リ
を
作
ろ
う　

■日
７
月
11
日
○土
午

前
９
時
30
分　

■定
25
人　

■内
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
つ
る
し
飾
り
を
作
る　

■費
８
０
０
円

▼
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
作
っ
て
、
森
で
お
昼
寝　

■日
７
月
18
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時　

■定
先
着
25
人　

■費
９
０
０
円　

■持
昼
食

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ



17 広報つるおか　2020 . 7 ■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

▼
弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
特
措
法
無
料
相

談
会　

■日
７
月
18
日
○土
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
（
受
付
は
３
時
ま
で
）　

■場
庄
内
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー　

■対
集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝

炎
に
な
っ
た
方
と
そ
の
家
族　

■他
事
前
予
約

優
先
。
当
日
会
場
で
の
申
込
み
も
可

▼
共
通　

■申
同
新
潟
事
務
所
☎
０
２
５
‐
２

２
３
‐
１
１
３
０

〝
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
〞が
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す 

つ
る
お
か
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
て
ら
す 

結
婚
相
談
会

■日
７
月
18
日
○土
午
後
１

時
30
分　

■場
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ

♥

ふ
る
）　

■対
結
婚
を
希

望
す
る
独
身
の
方
ま
た

は
そ
の
親
や
家
族
先
着
10
組
（
本
人
優
先
）

■申
７
月
10
日
○金
ま
で
本
所
地
域
振
興
課
内

「
つ
る
お
か
世
話
焼
き
委
員
会
」
事
務
局
☎

内
線
５
８
７
へ

中
小
企
業
対
象
の
無
料
法
律
相
談 

ひ
ま
わ
り
ほ
っ
と
法
律
相
談
会

■日
７
月
20
日
○月
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■場
市
役
所
本
所
別
棟
１
号
館
第
４
会
議
室　

■対
中
小
企
業
事
業
者　

■問
山
形
県
弁
護
士
会

☎
０
２
３
‐
６
２
２
‐
２
２
３
４

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方
へ 

つ
ど
い
と
個
別
相
談
会

▼
つ
ど
い
（
ゆ
り
の
会
）　

■日
７
月
22
日
○水
、

９
月
29
日
○火
、
11
月
25
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■内
分
か
ち
合
い
、
ミ
ニ
講
話
等

▼
相
談
会　

■日
９
月
３
日
○木
、
11
月
５
日
○木

午
後
１
時
30
分　

■内
精
神
科
医
師
に
よ
る
個

別
相
談　

▼
共
通　

■場
庄
内
総
合
支
庁
（
三
川
町
）　

■申
庄
内
保
健
所
地
域
保
健
福
祉
課
☎
66
‐
４

９
３
１弁

護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
７
月
31
日
○金
午
後
３
時
〜
７
時　

■対
市
内
、

三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

先
着
８
人　

■場
・
■申
７
月
30
日
○木
ま
で
東
北

労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７
へ

市
内
の
空
き
家
の
所
有
・
管
理
で
お
困
り
の
方
へ 

空
き
家
の
無
料
相
談
会

■日
８
月
１
日
○土
午
前

10
時
〜
正
午　

■場
勤

労
者
会
館　

■問
本
所

都
市
計
画
課
☎
内
線

４
９
２
ま
た
は
つ
る

お
か
ラ
ン
ド
・
バ
ン

ク
☎
64
‐
１
５
６
７

へ　

■他
予
約
可

お
忘
れ
な
く
！
所
得
税
の
予
定
納
税（
第

一
期
分
）の
納
期
限
は
７
月
31
日
○金
で
す

　

税
務
署
か
ら
予
定
納
税
額
の
通
知
書
及
び

納
付
書
が
送
ら
れ
て
い
る
方
は
、
期
限
内
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
振
替
納
税
を
ご
利
用

の
方
は
、
前
日
ま
で
に
口
座
残
高
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
等
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■問
鶴
岡
税
務
署
☎
22
‐
１
４
０
１

「
ア
マ
ゾ
ン
資
料
」
移
転
作
業 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■内
旧
ア
マ
ゾ
ン
民
族
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る

資
料
（
先
住
民
の
民
族
資
料
や
は
く
製
等
）

の
照
合
・
分
類
、
運
搬
、
収
納　

■問
ア
マ
ゾ

ン
資
料
館
（
山
口
）
☎
０
８
０
‐
５
５
７
５

‐
２
６
４
４
　
■他
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

店
舗
家
賃
・
改
装
費
・
広
告
宣
伝
費
に
助
成 

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業

■対
中
心
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
商
売

を
始
め
る
方　

■内
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内
の
額
（
上
限
１
２
０
万
円
）　

■申
鶴

岡
商
工
会
議
所
内
「
鶴
岡
Ｔ
Ｍ
Ｏ
」
事
務
局

☎
24
‐
７
７
１
１　

■他
HP

Ｂ
型
肝
炎
に
関
す
る
相
談

▼
弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
特
措
法
電
話
相

談
会　

■日
７
月
４
日
○土
、
９
月
５
日
○土
午
前

10
時
〜
正
午　

■内
給
付
金
支
給
手
続
き
に
関

す
る
相
談　

■
相
談
電
話　

全
国
Ｂ
型
肝
炎

訴
訟
新
潟
事
務
所
（
新
潟
市
）
☎
０
２
５
‐

２
２
３
‐
１
１
３
０

月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用　

■日
先
行
受
付（
利

用
調
整
会
議
）…
７
月
15
日
○水　

通
常
受
付

…
８
月
１
日
○土
か
ら　

▼
来
年
３
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
、
来
年
９

月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用　

■日
先
行
受
付（
利

用
調
整
会
議
）…
８
月
15
日
○土　

通
常
受
付

…
９
月
１
日
○火
か
ら

▼
来
年
４
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
、
来
年
10

月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用　

■日
先
行
受
付（
利

用
調
整
会
議
）…
９
月
15
日
○火　

通
常
受
付

…
10
月
１
日
○木
か
ら

▼
共
通　

■対
先
行
受
付
…
市
内
団
体
等
が
行

う
芸
術
文
化
事
業
等
。
利
用
調
整
会
議
（
■時

午
後
６
時
30
分　

■場
同
館
）
に
要
出
席　

■問

同
館
☎
24
‐
５
１
８
８　

■他
空
き
状
況
は
同

館
HP10

月
１
日
○木
〜
11
日
○日
開
催 

つ
る
お
か
障
害
者
ア
ー
ト
展
作
品
募
集

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■対
市
内
在
住

の
障
害
者
（
児
）　

■
種
目　

造
形
物
、
書
、

絵
画
、
写
真
（
１
人
３
点
以
内
）　

■申
８
月

28
日
○金
ま
で
申
込
書
と
作
品
の
写
真
を
本
所

福
祉
課
☎
内
線
１
３
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

市
民
福
祉
課
へ　

■他
市
HP

山形県新型コロナ対策応援金

■問山形県消費生活・地域安全課
　☎023‐630‐2122

　医療の最前線で活躍している
医療関係者や、新型コロナウイ
ルス感染症により深刻な影響を
受けている方々への支援に活用
する寄附金を募集しています。

金融機関・口座番号
山形銀行 県庁支店
普通預金 3121925
荘内銀行 県庁前支店
普通預金 1036406

きらやか銀行 本店営業部
普通預金 2033500

口座名義
山形県新型コロナ対策応援金
（ヤマガタケンシンガタコロナタイサクオウエンキン）

■日７月５日○日午前10時～午後１
時（四季の森 しらい自然館集合）　
■定先着15人　■費2,000円　■持雨具
等　■申同館内「鳥海山おもしろ自
然塾推進協議会」事務局☎0234
‐72‐2069

●遊佐町 ブルーベリー狩りと
打ちたてそば昼食

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへお
問い合わせください。
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線317

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
に
つ
い
て

　
街
中
で
下
の
写
真

の
マ
ー
ク
を
身
に
着

け
て
い
る
人
を
見
掛

け
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
り
、

私
た
ち
は
ど
う
い
っ
た
対
応
を
取
れ
ば

良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

周
囲
の
方
か
ら
の
援
助
や
配
慮

が
必
要
な
方
の
マ
ー
ク
で
す

　
義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る

方
、
免
疫
機
能
の
障
害
が
あ
る
方
や
難

病
の
方
、
妊
娠
初
期
の
方
な
ど
、
外
見

で
は
分
か
ら
な
く
て
も
周
囲
か
ら
の
援

助
や
配
慮
を
必
要
と
す
る
方
が
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
そ
の
よ
う
な
方
々
が
支
援

を
受
け
や
す
く
な
る
よ
う
「
ヘ
ル
プ
マ

ー
ク
」「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
、
支
援
が
必
要

で
あ
る
と
周
囲
に
知
ら
せ
る
こ
と
で
、

周
囲
の
方
に
支
援
を
促
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
助

け
合
い
の
印
で
す
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

　
ス
ト
ラ
ッ
プ
と
し
て
カ
バ
ン
等
に
取

QＡ

 

仕事や趣味など、様々な分野で目標に向かって、生き生きと輝いている市民の皆さんを紹介します。

ロマンチックでドラマチックなまちに！

ゆらまちっく戦略会議

　由良は漁業と観光のまちです。しかし、近年は漁
獲高が減少し、昭和50年代には80軒あった宿泊施
設も10軒に減るなど、かつての活気がなくなって
いました。そこで平成21年に、地域の魅力と元気
を取り戻そうと、地元の有志や自治会、漁業関係者
等でゆらまちっく戦略会議を立ち上げたんです。
　子供たちから漁業に興味を持ってもらえるように、
由良で行われている漁法を紹介するDVDを制作し
て、市内の全小学校に配ったり、地域伝統の小鯛だ
しを商品化したりと、活動は多岐にわたります。
　体験型教育旅行の受入れなど、交流人口の拡大も
取り組みの１つです。イカの一夜干し作り等の学習

プログラムを提供し、開始当初の平成24年には年
間20人だった参加者が、昨年は1,200人まで増加。
観光客の少ない平日の宿泊につながっています。
　ほかにも若者向け宿泊滞在型イベントとして、海
水浴シーズン前の砂浜を活用したビーチサッカー大
会を企画。最近は環境保全活動にも力を入れ、ごみ
を拾って得点を競うスポーツごみ拾い大会も開催し
ました。目指すは、はだしで歩ける由良海岸です。
　活動を通して地域に一体感が生まれたと感じてい
ます。新型コロナウイルスの影響で今後の活動は手
探り状態ですが、感染拡大に注意しながら、地域の
ためにできることに取り組んでいきたいですね。

　古くから漁業が盛んで、白砂の海
岸や沖に浮かぶ白山島など美しい自
然景観に恵まれた由良地区。
　ゆらまちっく戦略会議は、小・中
学生向け漁村体験の提供、由良港大
漁祭等のイベント開催、水産加工品
の開発・販売など、地域資源を活用し
た地元の活性化に取り組んでいます。
　この活動が評価され、昨年度、農
林水産祭・豊かなむらづくり全国表
彰事業において、日本農林漁業振興
会会長賞及び農林水産大臣賞を受賞。
　代表の齋藤勝三さん（前列右から
６番目）にお話を伺いました。
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り
付
け
る
こ
と
で
、
一
目
で
配
慮
が
必

要
な
こ
と
を
伝
え
ら
れ
ま
す
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

　
裏
面
に
緊
急
連
絡
先
や

必
要
な
支
援
内
容
等
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ふ
だ

ん
か
ら
携
帯
す
る
こ
と
で
、

災
害
時
や
困
っ
た
と
き
な

ど
に
、
周
囲
の
方
が
記
載

内
容
に
沿
っ
た
支
援
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

身
に
着
け
て
い
る
人
を
見
掛
け
た
ら

▼
電
車
や
バ
ス
で
、
席
を
譲
っ
て
く
だ

さ
い
　
外
見
で
は
健
康
に
見
え
て
も
、

つ
り
革
に
つ
か
ま
り
続
け
る
な
ど
同
じ

姿
勢
を
保
つ
こ
と
が
困
難
な
方
等
が
い

ま
す
。
ま
た
、
優
先
席
に
座
っ
て
い
る

と
不
審
な
目
で
見
ら
れ
、
ス
ト
レ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
声
を
掛
け
る
な
ど
の
配
慮
を
お
願
い

し
ま
す

　
交
通
機
関
で
の
事
故
な
ど
、

突
発
的
な
出
来
事
に
対
し
て
の
臨
機
応

変
な
対
応
や
、
立
ち
上
が
る
こ
と
、
歩

行
、
階
段
の
昇
降
な
ど
の
動
作
が
困
難

な
方
が
い
ま
す
。

▼
災
害
時
は
、
安
全
に
避
難
す
る
た
め

の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
　
視
覚
障
害

者
や
聴
覚
障
害
者
等
は
状
況
把
握
が
難

し
く
、
肢
体
が
不
自
由
な
方
な
ど
は
自

力
で
の
迅
速
な
避
難
が
困
難
で
す
。

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
や
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を

身
に
着
け
て
い
る
方
を
見
掛
け
た
ら
、

思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま

す
。

〈
本
所
福
祉
課
〉

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等）
鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00新型コロナウイルス感染症に関する相談

（ 生 活 支 援 ・経 営 支 援 等 ）

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐028‐234

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎内線151

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

今月の各種相談窓口開設日　7/4 ～ 8/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 14日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 17日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 21日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

朝日庁舎総務企画課☎内線303 21日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線313 16日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 16日○木14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 11日○土   9：30～16：00（要予約）・同事務所

献血　7/4 ～ 8/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課☎内線361

月　日 受付時間 会　場
7 ． 8○水 9：30 ～ 11：30 櫛引生涯学習センター
11○土 10：00～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：30 ～16：00 　　　   〃
31○金   9：30～ 11：30 にこ♥ふる
〃 13：00 ～ 15：30 　   〃

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ② 13：00～15：00

■問健康課（にこ♥ふる）☎内線361

　　　 受診者・医療従事者への新型コロナウイルス感染予防
のため、おいでになる前に、必ず電話でご連絡ください！
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（メールアドレス）
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〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
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〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始を除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（令和２年５月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：124,624人
　　 （男：59,596人、女：65,028人）
　世帯数：49,072世帯

→
メ
ー
ル
は

　
こ
ち
ら
か
ら

→
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　
こ
ち
ら
か
ら

酒
井
家
と
大
督
寺

　

三
代
当
主
酒
井
忠
勝
公
が
鶴
ヶ
岡

城
を
整
備
し
た
際
に
、
三
の
丸
の
西

南
隅
（
現
在
地
）
に
酒
井
家
の
菩ぼ

だ
い提

寺
で
あ
る
大
督
寺
が
置
か
れ
ま
し
た
。

　

大
督
寺
は
、
初
代
忠
次
が
三
河
に

い
た
頃
の
大
樹
寺
が
起
源
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
二
代
家
次
が
下し

も
う
さ総
の
碓う

す
い井

に
転
封
さ
れ
た
際
、
隠
居
し
て
い
た

大
樹
寺
十
六
世
慶
円
和
尚
を
同
地
に

招
き
大
信
寺
を
お
こ
し
ま
し
た
。
大

信
寺
は
、
酒
井
家
が
上
州
高
崎
に
転

封
さ
れ
た
と
き
と
も
に
移
り
、
忠
次

夫
人
碓
井
姫
（
徳
川
家
康
の
叔
母
）

が
死
去
し
た
際
、
法
名
を
大
督
寺
と

■
問
合
せ　

本
所
政
策
企
画
課
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５
２
５

■
監　

修　

郷
土
資
料
館

■
出　

典　
『
鶴
岡
市
史
上
巻
』　

発
行
：
鶴
岡
市
役
所

し
た
こ
と
か
ら
、
寺
号
を
大
督
寺
と

改
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
三
代
忠
勝

が
当
主
と
な
り
、
越
後
高
田
、
信
州

松ま
つ
し
ろ代
を
経
て
、
元
和
８
年
（
１
６
２

２
）
の
庄
内
入
部
に
従
っ
て
鶴
岡
に

移
っ
て
き
ま
し
た
。

　

庄
内
藩
で
は
酒
井
家
当
主
の
遺
体

は
、
幕
府
の
許
可
を
得
て
鶴
岡
に
送

ら
れ
埋
葬
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
来
、

参
勤
交
代
で
江
戸
在
勤
時
に
死
去
し

た
場
合
は
、
江
戸
に
埋
葬
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
の
で
、
異
例
の
待
遇

を
受
け
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

酒
井
家
墓
所
の
一
般
公
開
に
向
け
て

　

大
督
寺
に
隣
接
し
た
広
さ
約
７
、

２
７
０
㎡
に
わ
た
る
墓
所
に
は
、
初

代
忠
次
か
ら
始
ま
る
歴
代
当
主
や
夫

人
た
ち
の
墓
が
45
基
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
一
般
公
開
は
さ
れ
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
令
和
４
年
の
酒

井
家
入
部
４
０
０
年
を
記
念
し
た
一

般
公
開
開
始
に
向
け
て
、
一
般
社
団

法
人
荘
内
酒
井
歴
史
文
化
振
興
会
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
城
下
町
鶴
岡
の

新
た
な
価
値
づ
く
り
と
と
も
に
、
地

域
住
民
の
誇
り
と
な
る
特
別
な
場
所

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

大督寺。忠愛の心に基づいた学校給食発祥
の地としても知られています

学
術
的
な
調
査
を
実
施

　

酒
井
家
歴
代
当
主
の
墓
石
に
は
、

中
国
古
来
の
四
神
の
一
つ
玄
武
に
由

来
す
る
亀
の
よ
う
な
形
を
用
い
た
台

座
が
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
貴
重
な

歴
史
的
資
料
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

本
市
で
は
、
現
地
確
認
や
資
料
収

集
を
行
う
な
ど
、
学
術
的
な
調
査
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

酒井家墓所の門

酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

歴
史
に
見
る
鶴
岡
の
む
か
し
む
か
し

図書館本館●
郷土資料館

●市役所本所

大督寺●
酒井家墓所●

致道博物館●

●  公益大
　大学院

案内図
鶴岡公園
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